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平成 25年１月 10日 

各  位 

会 社 名  キ ユ ー ピ ー 株 式 会 社 

代 表 者 名  代 表 取 締 役 社 長  三 宅  峰 三 郎 

（コード番号 ２８０９ 東証第１部） 

問 合 せ 先  取 締 役 経 営 推 進 本 部 長  井 上  伸 雄 

電話番号 ０３-３４８６-３３３１ 

 

キユーピーグループの中期経営計画（平成 25年度～平成 27年度）について 

 

当社はこのたび、平成 25 年 11 月期からの３年間を対象とする中期経営計画を策定いたしまし

たので、その概要をお知らせいたします。 

 

記 

 

１．基本方針 

当社グループは、グループ全体で挑戦する風土を醸成し、国内での持続的成長と海外での飛

躍的成長を遂げるべく、「ユニークさの発揮と創造」を軸にした４つの経営方針（経営基盤の強

化、国内でのイノベーション、海外への本格展開、将来への布石）を定めております。 

グループが連携して中期経営計画に取り組むことにより、企業価値の一層の向上に努めてま

いります。 

 

２．主な取組み 

① 国内と海外の主な取組み 

国内 海外 

〈競争力の向上とシェアの拡大〉 

・基幹領域の深耕 

・新たな販路への展開 

・新技術の獲得と付加価値の創出 

〈国内で築いた品質力と提案力の発揮〉 

・アジアのマヨネーズ市場を拡大 

・既存エリアの深掘りと新規エリアの開拓 

・グループ資源を活用した商品領域の拡大 

 

② 事業別の主な取組み 

事業区分 主な取組み 

調味料 
・サラダ領域や用途の拡大で、サラダ調味料の需要を創出 

・エリア特性に応じた展開で、アジアのマヨネーズ市場を拡大 

タマゴ 
・付加価値商品の開発と展開で、フードサービス市場を深耕 

・最適生産の追求による事業コストの低減 

サラダ・惣菜 

・技術力と展開力で、サラダ・惣菜、カット野菜、ＣＶＳ米飯の３つの分 

野を拡大 

・ネット販売や宅配などの新領域への挑戦 

加工食品 
・生産体制の最適化やカテゴリーの精鋭化による収益基盤の再構築 

・各カテゴリーの選択と集中で、商品開発や販路開拓を強化 

ファインケミカル 
・新たな機能創出でヒアルロン酸の付加価値を高め、展開領域を拡大 

・医薬分野への可能性を拡大し、新たな価値を提供 

物流システム 
・事業体制の再構築による輸配送業務の最適化 

・物流ネットワークの構築などによる物流サービスの進化 

 



２ 

３．連結業績目標 

                          （金額の単位：億円） 

 平成 24年度 平成 27年度目標 増減 

売    上    高 ５，０５０  ５，６００  ＋５５０  

営  業  利  益 ２３４  ２６５  ＋３１  

営業利益率 ４．６％ ４．７％ ＋０．１％ 

経 常 利 益 ２４５  ２６９  ＋２４  

当 期 純 利 益 １２３  １４１  ＋１８  

ＥＢＩＴＤＡ ３７５  ４４６  ＋７１  

ＲＯＡ 
（総資産経常利益率） 

８．４％ ８．４％    ―  

ＲＯＥ ７．４％ ８．０％ ＋０．６％ 

※ＥＢＩＴＤＡ＝営業利益＋減価償却費 

 

 

（事業区分別） 上段＝売上高、中段＝営業利益、下段＝営業利益率 

（金額の単位：億円） 

事業区分 平成 24年度  平成 27年度目標 増減 

調味料 

１，３８６  １，６７０  ＋２８４  

１１５  １１６  ＋１  

８．３％ ６．９％ △１．４％ 

タマゴ 

８５６  ９４０  ＋８４  

４９  ５０  ＋１  

５．７％ ５．３％ △０．４％ 

サラダ・惣菜 

９１６  １，０００  ＋８４  

３１  ３５  ＋４  

３．４％ ３．５％ ＋０．１％ 

加工食品 

５９１  ６３０  ＋３９  

△１０  ０  ＋１０  

△１．７％ ０．０％ ＋１．７％ 

ファインケミカル 

８３  １４０  ＋５７  

１０  ２２  ＋１２  

１１．７％ １５．７％ ＋４．０％ 

物流システム 

１，１５７  １，１６０  ＋３  

３２  ３６  ＋４  

２．８％ ３．１％ ＋０．３％ 

共通 

６２  ６０  △２  

８  ６  △２  

１２．４％ １０．０％ △２．４％ 

《 合 計 》 

５，０５０  ５，６００  ＋５５０  

２３４  ２６５  ＋３１  

４．６％ ４．７％ ＋０．１％ 

※平成 25年度より、事業運営の加速と収益性の向上を図るため、一部事業区分の変更を行い 

ます。なお、平成 24年度は新事業区分にて表記しております。 

   （事業区分の主な変更内容） 

    ・旧調味料・加工食品事業は、調味料事業と加工食品事業に分割いたします。 

    ・旧健康機能事業は、ファインケミカル部門が事業として独立し、ヘルスケア部門を加工 

食品事業に移管いたします。 

以 上 


